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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

    連結経営指標等

　　 　 　 　 　 　 　

　

回次

　

第63期
前第３四半期
連結累計期間

第64期
当第３四半期
連結累計期間

第63期
前第３四半期
連結会計期間

第64期
当第３四半期
連結会計期間

第63期

　

会計期間

　

自 平成20年
   ４月１日
至 平成20年
   12月31日

自 平成21年
   ４月１日
至 平成21年
   12月31日

自 平成20年
   10月１日
至 平成20年
   12月31日

自 平成21年
   10月１日
至 平成21年
   12月31日

自 平成20年
４月１日

至 平成21年
３月31日

　
売上高 (千円) 18,222,22512,347,9094,809,7274,114,94122,435,189

　
経常利益 (千円) 1,926,091671,020 191,422 320,7502,029,578

　
四半期(当期)純利益 (千円) 1,183,322310,233 145,088 174,8051,376,478

　
純資産額 (千円) ― ― 17,024,07817,071,69916,821,492

　
総資産額 (千円) ― ― 24,861,56723,332,06223,482,733

　
１株当たり純資産額 (円) ― ― 356.77 355.87 352.38

　

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 25.65 6.72 3.15 3.79 29.84

　

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ― ― ―

　
自己資本比率 (％) ― ― 66.2 70.4 69.2

　

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,172,040604,433 ― ― 1,614,683

　

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △17,134△2,013,710 ― ― △94,686

　

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △661,244△77,255 ― ― △715,042

　

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 4,897,1963,746,6445,210,922

　
従業員数 (名) ― ― 1,091 960 1,080

(注) １売上高には、消費税等は含まれておりません。

２潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社及び当社の関係会社の事業の内容に重要な変更はありません。

  また、主要な関係会社についても異動はありません。

 

 

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

 

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成21年12月31日現在

従業員数(名) 960

(注) 従業員は就業人員であります。 

 

 

(2) 提出会社の状況

平成21年12月31日現在

従業員数(名) 585

(注) 従業員は就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績を製品区分ごとに示すと、次のとおりであります。

  なお、製品区分については、当該部署の主な取扱製品により区分しております。
  

製品区分 生産高(千円) 前年同四半期比（％）
　 　

圧縮機 1,717,110 △21.9
　 　

真空機器 312,147 △10.0
　 　

塗装機器 1,270,307 △9.8
　 　

塗装設備 73,604 △78.9
　 　

合計 3,373,170 △21.6
　 　

(注) 上記の金額は販売価格によっており、消費税等は含まれておりません。

  

(2) 受注実績

当第３四半期連結会計期間における受注実績は、次のとおりであります。

  なお、塗装設備の一部を除く製品については見込み生産を行っております。
 

製品区分 受注高(千円) 前年同四半期比（％） 受注残高(千円) 前年同四半期比（％）

    塗装設備 302,903 △43.3 745,237 77.6

合計 302,903 △43.3 745,237 77.6

(注) 上記の金額は販売価格によっており、消費税等は含まれておりません。

  

(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を製品区分ごとに示すと、次のとおりであります。
 

製品区分 販売高(千円) 前年同四半期比（％）

圧縮機 2,062,595 △13.8

真空機器 358,290 1.9

塗装機器 1,586,756 △9.7

塗装設備 107,299 △65.1

合計 4,114,941 △14.4

(注) １  主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先

前第３四半期連結会計期間 当第３四半期連結会計期間
　

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)
　

(株)海南 524,726 10.9 452,673 11.0
　

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。          

  なお、重要事象等は存在しておりません。 

  

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

  

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。

(1)経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間における 世界経済は、アジアを中心に回復の動きが広がっており、欧州経済

及び米国経済についても緩やかな回復基調で推移いたしました。我が国の経済は、輸出の回復に伴い生産は

緩やかな回復傾向にあるものの、個人消費は低迷し、設備投資の回復は遅れるなど、依然として本格的な回

復とまでは至りませんでした。

  当業界におきましても、回復の兆しは見えたものの、景気後退による設備投資意欲の低下は容易に回復せ

ず、需要は継続して低迷しております。

  このような状況のなか、当社グループは市場ごとのニーズをとらえ、有望市場の開拓・深耕に積極的に経

営資源を投入し、諸施策を実行してまいりました。

　新製品におきましては圧縮機では、オイルフリースクロールコンプレッサSLP-シリーズのマイナーチェン

ジを行いました。塗装機器では、環境にやさしい塗料の塗布に適した新形自動車補修用スプレ－ガン『極

み』W-101-136-BGCを発売いたしました。

  販売におきましては、新市場・新販路の拡大を図るため営業員の再配置を実施し、お客様密着型営業への

転換を図ってまいりました。

　また、購入費の削減や生産工程の改善などの原価低減策の実行や役員の報酬及び管理職の給与の減額、そ

の他経費削減など利益の確保に努力してまいりました。

  この結果、当第３四半期連結会計期間における業績は、売上高4,114百万円、営業利益276百万円、経常利益

320百万円、四半期純利益174百万円となりました。前年同四半期連結会計期間対比では売上高が△14.4％、

営業利益が△7.7％減少いたしましたが、経常利益は67.6％増、四半期純利益は20.5％増となりました。
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①製品別売上高は次の通りです。

製品別売上高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位:千円)

製品区分

前第３四半期連結会計期間 当第３四半期連結会計期間
前年同四半期比増減

　
平成20年10月1日～平成20年12月31日平成21年10月1日～平成21年12月31日 　

売上高 構成比(%) 売上高 構成比(%) 増減額 増減率(%)　
圧縮機 2,393,813 49.8 2,062,59550.1△ 331,217△13.8　
真空機器 351,559 7.3 358,290 8.7 6,730 1.9　
塗装機器 1,756,607 36.5 1,586,75638.6△ 169,850△9.7　
塗装設備 307,747 6.4 107,299 2.6△ 200,448△65.1　
計 4,809,727100.0 4,114,941100.0△ 694,785△14.4　

<圧縮機製品>

　国内市場は、生産活動の一部は回復したものの設備投資の回復まで至らず売上げは低迷いたしました。海

外市場は、売上は前年同四半期比で減少いたしましたが、第１四半期連結会計期間以降、毎四半期ごとに改

善方向で推移いたしました。

  この結果、売上高は2,062百万円（前年同四半期比△13.8％）と減少いたしました。

<真空機器製品>

国内市場は、真空排気装置と特殊品の受注増により前年同四半期に比較し売上高は増加いたしました。海

外市場は、ヨーロッパ・アジアが回復し前年同四半期並の売上高となりました。

  この結果、売上高は358百万円（同1.9％）と増加いたしました。

<塗装機器製品>

国内市場は、スプレーガンは新製品の寄与により伸長いたしましたが、経費抑制の影響により全体的に低

調に推移しました。海外市場は、引続き新商品の継続的な寄与やインドの伸長により回復基調にあるものの

前年同期四半期に比較し減少いたしました。

  この結果、売上高は1,586百万円（同△9.7％）と減少いたしました。

<塗装設備製品>

国内市場は、景気後退により生産設備が過剰となり、鉄道車両向けなど既存設備の更新・改造等が中心と

なりました。海外市場も、国内と同様に推移いたしました。

  この結果、売上高は107百万円（同△65.1％）と減少いたしました。

②所在地別セグメントの業績は次のとおりであります。

　　尚、この項の売上高にはセグメント間の内部売上高又は振替高を含みます。

 <日本>

生産活動は輸出の復調などにより戻ってきたものの設備投資の回復は遅れており、厳しい状況が継続

しています。当社グループは市場ごとのニーズをとらえた販売に注力いたしましたが、売上高3,621百万

円（前年同四半期比△14.8％）、営業利益343百万円（同△11.9％）ともに減少いたしました。

 <ヨーロッパ>

景気は緩やかながら回復傾向を示し、売上高378百万円（同12.1％増）、営業利益32百万円（同

336.0％増）と売上高・営業利益ともに増加いたしました。

 <その他の地域>

中国・インド・アメリカを含めた地域は緩やかな回復傾向を示し、売上高710百万円（同2.6％増）、

営業利益32百万円（同8.9％増）となり売上高・営業利益ともに増加いたしました。

 (2)財政状態の分析

 当第３四半期連結会計期間末における総資産は23,332百万円となり、前年同四半期連結会計期間末比

1,529百万円減少となりました。このうち、流動資産は12,353百万円となり、前年同四半期連結会計期間末

比2,191百万円減少しました。これは主に、「受取手形及び売掛金」が1,009百万円減少したことによるも
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のです。       

  当第３四半期連結会計期間末における負債は6,260百万円となり、前年同四半期連結会計期間末比

1,577百万円減少しました。これは主に、「支払手形及び買掛金」が1,178百万円減少したことによるもの

です。       

  当第３四半期連結会計期間末における純資産は17,071百万円となり、前年同四半期連結会計期間末比

47百万円の増加となりました。これにより自己資本比率は70.4%となり前年同四半期連結会計期間末比

4.2ポイントの増加となりました。       

(3)キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前年同四半期

連結会計期間末に比べ1,150百万円減少し、3,746百万円となりました。

  各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結会計期間における営業活動による資金収支は71百万円の収入となり、前年同四半期

連結会計期間に比較し資金収支は106百万円減少しました。その主な要因は「税金等調整前当期純利益」

が減少したことによります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結会計期間における投資活動による資金収支は100百万円の収入となり、前年同四半期

連結会計期間に比較し資金収支が125百万円増加しました。その主な要因は「定期預金の増減額」が減少

したことによります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結会計期間における財務活動による資金収支は50百万円の収入となり、前年同四半期

連結会計期間に比較し収入が337百万円増加しました。その主な要因は「配当金の支払額」が減少したこ

とによります。

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内

容等は次のとおりであります。

 ①基本方針

  当社は、大正15年に創業以来、「誠心」を社是として「お客様の立場に立ち、誠心を込めて製品やサー

ビスをお届けする。」ことを実行してまいりました。その間に蓄積した知識やノウハウを活用し、品質向

上・技術革新に努め、お客様のご支持をいただける塗装機器・圧縮機・真空機器の専門メーカーとして

成長してまいりました。「会社の財務及び事業の方針の決定を支配する者」は、当社が永年にわたり蓄積

した知識やノウハウを活用し、更なる品質向上・技術革新に努め、事業規模の拡大・社会への貢献を実行

することで、当社の企業価値を長期にわたり向上させ、株主共同の利益の確保・向上に資するものと考え

ております。

  上場会社として当社株式の自由な売買を認める以上、当社の取締役会の賛同を得ずに行われる、いわゆ

る「敵対的買収」であっても、企業価値・株主共同の利益に資するものであれば、これを一概に否定する

ものではありません。特定の者の大規模買付行為に応じて当社株式の売却を行うか否かは、最終的には当

社株式を保有する株主の皆様の判断に委ねられるべきものであると考えます。

  しかしながら、株式の大規模買付の中には、その目的等から見て企業価値・株主共同の利益を著しく毀

損するもの、株主に株式の売却を事実上強要するおそれがあるもの、対象会社の取締役会や株主が株式の
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大規模買付の内容等について検討しあるいは対象会社の取締役会が代替案を提案するための十分な時間

や情報を提供しないもの、対象会社が買収者の提示した条件よりも有利な条件をもたらすために買収者

との交渉を必要とするもの等、対象会社の企業価値・株主共同の利益に資さないものも少なくありませ

ん。当社は、大規模買付がなされた時に、大規模買付者による大規模買付行為の是非を株主の皆様が適切

に判断するためには、大規模買付者から適切かつ十分な情報が提供され、あわせて当社取締役会の意見等

の情報が開示されて、検討のための時間が確保されていることが必要と考えております。そのため、当社

といたしましては、株主に適切に判断して頂く情報と時間を確保することを目的として大規模買付行為

に関するルールを導入したものです。

②基本方針実現のための取り組み

（ａ）基本方針の実現に資する特別な取り組み

当社は、品質向上・技術革新に努めお客様のご支持をいただき、塗装機器・圧縮機・真空機器の専門

メーカーとして、世界Ｎｏ.１を目指す企業へと成長してまいりました。 世界的な景気低迷が継続して

いる厳しい状況ではありますが、「収益に徹底して固執する」「次なる成長へ向けて事業規模の拡大

に挑戦する」「困難な経営課題の改革にスピードをもって取り組む」「社会的規範・環境保全を最重

視し、社会に貢献する」を基本方針と定め、長期的成長に向けた基盤整備を進めてまいります。社是の

具体化を目指して更なる品質向上・技術革新に努めるとともに、事業規模の拡大・社会への貢献を実

行することが、当社の企業価値を長期にわたり向上させ、株主共同の利益の確保・向上に資するものと

考えております。

（ｂ）基本方針に照らして不適切な者が支配を獲得することを防止するための取組み

当社は、平成19年５月15日付の取締役会決議及び同年６月26日開催の第61期定時株主総会における

株主の承認により「当社株式の大規模買付行為に関する対応方針（買収防衛策）」（以下「本方針」

といいます。）を導入して以降、平成20年５月13日付の取締役会議決議及び同年６月26日開催の第62期

定時株主総会における本方針継続の承認、平成21年６月１日付の取締役会議決議及び同年６月25日開

催の第63期定時株主総会における本方針継続の承認を得ております。

③具体的取り組みに対する当社取締役会の判断及びその理由

  当社の経営計画は、当社の企業価値及び株主共同の利益の確保・向上を実現するための具体的方策と

して策定されたものであり、また、本方針は、その内容において公正性・客観性が担保される工夫がなさ

れ、かつ、企業価値及び株主共同の利益の確保・向上を目的として導入されたものであり、いずれも当社

の基本方針に沿うものであります。

  本方針は、当社株主の皆様が大規模買付行為に応じるか否かを判断するために必要な情報や、現に当社

の経営を担っている当社取締役会の意見を提供し、さらには、当社株主の皆様が代替案の提示を受ける機

会を確保することを目的としています。これにより、当社株主の皆様は、十分な情報のもとで、大規模買付

行為に応じるか否かについて適切な判断をすることが可能となり、そのことが当社の企業価値及び株主

共同の利益の確保・向上につながるものと考えます。従いまして、大規模買付ルールの設定は、当社株主

及び投資家の皆様が適切な投資判断を行ううえでの前提となるものであり、当社株主及び投資家の皆様

の利益に資するものであると考えております。

  また、本方針は、買収防衛策に関する指針の要件を完全に充足していること、当社の企業価値及び株主

共同の利益の確保・向上の目的をもって導入されていること、株主の合理的意思に依拠したものである

こと、独立性の高い社外者の判断を重視すること、合理的な客観的発動要件を設定していること、デッド

ハンド型買収防衛策ではないこと等の理由により合理的であり、当社の会社役員の地位の維持を目的と

するものではありません。
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(5)研究開発活動

当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は、88百万円あります。

(6)経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当社グループを取り巻く事業環境は、主要なお客様である製造業の生産設備が過剰となり設備投資を

抑制したため、売上高が減少し厳しい環境下にありました。しかし、世界的な在庫調整の進展や輸出の回

復により生産活動は回復基調にあり、今後の設備投資の回復が期待されます。この生産活動・設備投資の

今後の回復状況が、経営成績に影響を及ぼします。

  当社グループといたしましては、利益の確保を経営戦略・経営行動の最優先事項として、あらゆる経費

削減を実施して最適の効率とコストを追求してまいります。一方、長期的な視点から有望な海外市場に対

する投資、国内市場における有望市場の開拓・深耕、新製品開発には継続的に経営資源を投入し、業績の

回復に全力をあげて取り組んでまいります。

なお、当該見通しに関する事項は、報告書提出日現在において判断したものであり、実際の業績等は、今

後の様々な要因によって異なる可能性があります。

(7)経営者の問題意識と今後の方針について

当社グループの経営陣は、塗装機器・圧縮機・真空機器を企業のコアとして捉えていますが、更なる成

長のため、新規事業の開拓にも積極的に取り組んでまいります。

  また、景気に左右されない企業構造並びに企業体質への改革を進めると共に、地球環境に配慮した製品

の開発・販売に注力し、さらなる収益の拡大に努め企業価値の向上を図ってまいります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画した重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の

計画はありません。

　

EDINET提出書類

アネスト岩田株式会社(E01554)

四半期報告書

10/30



第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 189,290,000

計 189,290,000

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年２月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 46,165,50546,165,505
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は
1,000株であります

計 46,165,50546,165,505― ―

 

(2) 【新株予約権等の状況】

      該当事項はありません。

 

(3) 【ライツプランの内容】

      該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成21年12月31日 ― 46,165― 3,354 ― 1,380

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成21年９月30日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式  34,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式
      45,960,000

45,960 ―

単元未満株式
普通株式
          171,505

― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 46,165,505― ―

総株主の議決権 ― 45,960 ―

　

② 【自己株式等】

平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
アネスト岩田株式会社

横浜市港北区新吉田町
3176番地

34,000― 34,000 0.07

計 ― 34,000― 34,000 0.07

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 275 280 288 300 332 334 302 297 319

最低(円) 250 246 248 253 285 294 279 245 240

(注)  1.  最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものです。　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、本四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成20年10月１

日から平成20年12月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日

まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、青南監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,598,338 5,265,780

受取手形及び売掛金 ※4, ※6
 3,555,989 4,003,496

商品及び製品 1,719,313 1,781,103

仕掛品 115,672 121,387

原材料及び貯蔵品 1,180,054 1,182,118

繰延税金資産 316,555 456,938

その他 913,697 616,036

貸倒引当金 △46,593 △37,060

流動資産合計 12,353,028 13,389,800

固定資産

有形固定資産 ※1
 5,661,708

※1
 5,511,616

無形固定資産 63,821 44,194

投資その他の資産

投資有価証券 ※2
 2,908,723

※2
 2,606,918

繰延税金資産 945,119 948,415

その他 ※3
 1,404,915

※3
 987,043

貸倒引当金 △5,255 △5,255

投資その他の資産合計 5,253,503 4,537,122

固定資産合計 10,979,034 10,092,933

資産合計 23,332,062 23,482,733

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,816,821 1,964,297

短期借入金 ※5
 258,998

※5
 247,389

未払法人税等 37,065 10,304

賞与引当金 287,160 513,359

その他の引当金 111,649 172,002

その他 882,654 1,083,405

流動負債合計 3,394,350 3,990,758

固定負債

長期借入金 77,784 96,956

退職給付引当金 2,337,404 2,455,880

その他 450,823 117,646

固定負債合計 2,866,012 2,670,483

負債合計 6,260,362 6,661,241

純資産の部

株主資本

資本金 3,354,353 3,354,353

資本剰余金 1,380,380 1,380,380

利益剰余金 12,204,744 11,987,070

自己株式 △19,489 △19,299

株主資本合計 16,919,988 16,702,504

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △4,007 81,118

為替換算調整勘定 △499,283 △527,333

評価・換算差額等合計 △503,291 △446,215

少数株主持分 655,002 565,203

純資産合計 17,071,699 16,821,492
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負債純資産合計 23,332,062 23,482,733
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 18,222,225 12,347,909

売上原価 10,855,954 7,545,801

売上総利益 7,366,270 4,802,108

販売費及び一般管理費 ※1
 5,464,313

※1
 4,304,860

営業利益 1,901,957 497,247

営業外収益

受取利息及び配当金 66,822 51,017

持分法による投資利益 129,161 82,500

その他 141,087 121,029

営業外収益合計 337,071 254,547

営業外費用

支払利息 34,065 11,341

為替差損 258,897 51,110

その他 19,974 18,323

営業外費用合計 312,937 80,775

経常利益 1,926,091 671,020

特別利益

貸倒引当金戻入額 23,084 857

投資有価証券売却益 19,117 400

その他 3,005 4,183

特別利益合計 45,207 5,440

特別損失

固定資産除売却損 － 32,791

たな卸資産評価損 47,410 －

退職特別加算金 － 28,940

その他 14,870 144

特別損失合計 62,281 61,875

税金等調整前四半期純利益 1,909,017 614,585

法人税、住民税及び事業税 347,507 69,898

法人税等調整額 369,916 206,697

法人税等合計 717,423 276,596

少数株主利益 8,271 27,755

四半期純利益 1,183,322 310,233
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【第３四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 4,809,727 4,114,941

売上原価 2,921,792 2,463,360

売上総利益 1,887,934 1,651,580

販売費及び一般管理費 ※1
 1,588,206

※1
 1,374,971

営業利益 299,728 276,609

営業外収益

受取利息及び配当金 26,898 20,260

持分法による投資利益 21,854 32,842

その他 31,389 29,133

営業外収益合計 80,141 82,235

営業外費用

支払利息 6,899 2,582

為替差損 180,412 32,794

その他 1,135 2,718

営業外費用合計 188,448 38,094

経常利益 191,422 320,750

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 354

投資有価証券売却益 19,117 400

その他 － 10

特別利益合計 19,117 765

特別損失

固定資産除売却損 － 21,628

その他 1,600 144

特別損失合計 1,600 21,772

税金等調整前四半期純利益 208,940 299,743

法人税、住民税及び事業税 △229,233 △45,018

法人税等調整額 294,552 152,964

法人税等合計 65,318 107,946

少数株主利益又は少数株主損失（△） △1,467 16,991

四半期純利益 145,088 174,805
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,909,017 614,585

減価償却費 422,690 426,263

貸倒引当金の増減額（△は減少） △7,458 8,398

賞与引当金の増減額（△は減少） △398,012 △226,230

製品保証引当金の増減額（△は減少） 14,829 △45,734

退職給付引当金の増減額（△は減少） △317,324 △121,313

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △20,700 △14,617

受取利息及び受取配当金 △66,822 △51,017

支払利息 34,065 11,341

持分法による投資損益（△は益） △13,961 △2,197

固定資産除売却損益（△は益） 11,865 28,765

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） △19,117 △256

売上債権の増減額（△は増加） 1,693,021 488,339

たな卸資産の増減額（△は増加） △347,360 99,313

仕入債務の増減額（△は減少） △627,454 △193,080

未払消費税等の増減額（△は減少） 20,221 △59,090

その他 △299,480 △379,258

小計 1,988,018 584,209

利息及び配当金の受取額 66,822 51,017

利息の支払額 △34,065 △11,341

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △848,735 △19,451

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,172,040 604,433

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） 478,428 △1,200,020

有形固定資産の取得による支出 △352,745 △333,004

有形固定資産の売却による収入 13,568 6,989

投資有価証券の取得による支出 △219,706 △450,000

投資有価証券の売却による収入 33,130 3,674

貸付けによる支出 △60,600 △15,840

貸付金の回収による収入 10,834 13,947

その他 79,954 △39,456

投資活動によるキャッシュ・フロー △17,134 △2,013,710
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(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 7,233 25,049

リース債務の返済による支出 △1,649 △24,289

長期借入金の返済による支出 △48,406 △41,184

自己株式の取得による支出 △1,101 △709

自己株式の売却による収入 1,661 227

少数株主からの払込みによる収入 5,889 76,048

配当金の支払額 △623,062 △93,864

少数株主への配当金の支払額 △1,808 △18,532

財務活動によるキャッシュ・フロー △661,244 △77,255

現金及び現金同等物に係る換算差額 △75,061 22,255

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 418,598 △1,464,277

現金及び現金同等物の期首残高 4,375,261 5,210,922

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 103,336 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 4,897,196

※1
 3,746,644
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【継続企業の前提に関する事項】

当第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

  該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

該当事項はありません。

　

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間 
(自  平成21年４月１日 
  至  平成21年12月31日)

(四半期連結損益計算書関係)
前第３四半期連結累計期間において、特別損失の「その他」に含めていた「固定資産除売却損」は、重要性が増加
したため、当第３四半期連結累計期間においては区分掲記しております。なお、前第３四半期連結累計期間におけ
る「固定資産除売却損」は14,870千円であります。

　

当第３四半期連結会計期間 
(自  平成21年10月１日 
  至  平成21年12月31日)

(四半期連結損益計算書関係)
前第３四半期連結会計期間において、特別損失の「その他」に含めていた「固定資産除売却損」は、重要性が増加
したため、当第３四半期連結会計期間においては区分掲記しております。なお、前第３四半期連結会計期間におけ
る「固定資産除売却損」は1,608千円であります。

　

　
【簡便な会計処理】

　

　

当第３四半期連結累計期間 
(自  平成21年４月１日 
  至  平成21年12月31日)

一般債権の貸倒見積高
の算定方法

  貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められる場
合に、前連結会計年度において算定した貸倒実績率等の合理的な基準を使用して一般債権
の貸倒見積高を算定しております。

棚卸資産の評価方法   四半期連結会計期間末における棚卸高の算出に関して、実地棚卸を省略し前連結会計年
度に係る実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。
  四半期連結会計期間末における棚卸資産の簿価切下げについては、収益性の低下が明ら
かなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法を採用しておりま
す。また、営業循環過程から外れた棚卸資産については、著しい変化がないと認められる限
り、前連結会計年度末時点における処分見込価格により計上する方法を採用しておりま
す。

固定資産の減価償却費
の算定方法

  定率法を採用している資産の減価償却費につきましては、連結会計年度に係る減価償却
費の額を期間按分して算定する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【追加情報】

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

※１  有形固定資産の減価償却累計額は、9,534,671千

円であります。

※１  有形固定資産の減価償却累計額は、9,516,353千

円であります。

※２  投資有価証券中の関連会社の株式 ※２  投資有価証券中の関連会社の株式

761,512千円 762,979千円

※３  その他の投資その他の資産中の関連会社の出資金※３  その他の投資その他の資産中の関連会社の出資金

172,785千円 169,735千円

※４  受取手形割引高は4,693千円であります。   ４             ──────

※５  短期借入金

当社及び一部の連結子会社は運転資金の効率的な

調達を行うため、取引銀行15行と当座貸越契約及

び貸出コミットメント契約を締結しております。

この契約に基づく当第３四半期連結会計期間末の

借入未実行残高は次のとおりです。

当座貸越極度額お及び貸出コ
ミットメントの契約額

9,961,161千円

借入実行残高 3,009千円

借入未実行残高 9,958,151千円

 

※５  短期借入金

当社及び一部の連結子会社は運転資金の効率的な

調達を行うため、取引銀行15行と当座貸越契約及

び貸出コミットメント契約を締結しております。

この契約に基づく当連結会計年度末の借入未実行

残高は次のとおりです。

当座貸越極度額及び貸出コミッ
トメントの契約額

9,782,322千円

借入実行残高 13,842千円

借入未実行残高 9,768,479千円

 

※６　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ

いては、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機

関の休日であったため、次の満期手形が、四半期連

結会計期間末日の残高に含まれております。　　

受取手形　　　　　　　　　　　　　50,095千円

　６　　　　　　―───────
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(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

※１  販売費及び一般管理費の主なもの

販売手数料・奨励金 292,321千円

荷造運搬費 462,167  〃

役員・従業員給料手当 2,112,031  〃

賞与引当金繰入額 146,431  〃

役員賞与引当金繰入額 20,000  〃

退職給付費用 121,898  〃

福利厚生費 427,779  〃

賃借料 272,688  〃

製品保証引当金繰入額 116,433  〃

貸倒引当金繰入額 15,969  〃

※１  販売費及び一般管理費の主なもの

販売手数料・奨励金 152,909千円

荷造運搬費 321,889  〃

役員・従業員給料手当 1,726,065  〃

賞与引当金繰入額 143,678  〃

役員賞与引当金繰入額 10,882  〃

退職給付費用 197,218  〃

福利厚生費 366,169  〃

賃借料 238,582  〃

製品保証引当金繰入額 67,710  〃

貸倒引当金繰入額 9,841  〃

　

第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自  平成20年10月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

※１  販売費及び一般管理費の主なもの

販売手数料・奨励金 61,760千円

荷造運搬費 130,171  〃

役員・従業員給料手当 551,389  〃

賞与引当金繰入額 146,431  〃

退職給付費用 38,293  〃

福利厚生費 126,287  〃

賃借料 91,275  〃

製品保証引当金繰入額 33,227  〃

貸倒引当金繰入額 3,727  〃

※１  販売費及び一般管理費の主なもの

販売手数料・奨励金 38,358千円

荷造運搬費 84,664  〃

役員・従業員給料手当 493,114  〃

賞与引当金繰入額 143,678  〃

役員賞与引当金繰入額 3,222  〃

退職給付費用 66,304  〃

福利厚生費 110,547  〃

賃借料 76,466  〃

製品保証引当金繰入額 22,890  〃

貸倒引当金繰入額 3,078  〃

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
　至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
  至  平成21年12月31日)

※１  現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間

末残高と四半期連結貸借対照表に記載されている

科目の金額との関係

現金及び預金勘定 4,977,791千円

預金期間が３か月を超える

定期預金
△80,015千円

当座借越 △580千円

現金及び現金同等物 4,897,196千円
 

※１  現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間

末残高と四半期連結貸借対照表に記載されている

科目の金額との関係

現金及び預金勘定 4,598,338千円

預金期間が３か月を超える

定期預金
△850,079千円

当座借越 △1,613千円

現金及び現金同等物 3,746,644千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間（自平成21年４月

１日 至平成21年12月31日)
　

１  発行済株式の種類及び総数

普通株式 46,165,505株

　

２  自己株式の種類及び株式数

普通株式 34,166株

　

３  配当に関する事項

（１）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月25日
定時株主総会

普通株式 92,266 2.0平成21年３月31日 平成21年６月26日 利益剰余金

　

（２）基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が

      当第３四半期連結会計期間末後となるもの

                該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成20年10月１日  至  平成20年12月31日)

当社及び連結子会社は、販売市場、製品用途等の類似性から判断して同種・同系列の圧縮機、真空機

器、塗装機器及び塗装設備を専ら製造販売しているため、事業の種類別セグメント情報の記載をしてお

りません。

　

当第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

当社及び連結子会社は、販売市場、製品用途等の類似性から判断して同種・同系列の圧縮機、真空機

器、塗装機器及び塗装設備を専ら製造販売しているため、事業の種類別セグメント情報の記載をしてお

りません。

　

前第３四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年12月31日)

当社及び連結子会社は、販売市場、製品用途等の類似性から判断して同種・同系列の圧縮機、真空機

器、塗装機器及び塗装設備を専ら製造販売しているため、事業の種類別セグメント情報の記載をしてお

りません。

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

当社及び連結子会社は、販売市場、製品用途等の類似性から判断して同種・同系列の圧縮機、真空機

器、塗装機器及び塗装設備を専ら製造販売しているため、事業の種類別セグメント情報の記載をしてお

りません。
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【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成20年10月１日  至  平成20年12月31日)

(単位：千円)
　 日本 ヨーロッパ その他の地域 計 消去又は全社 連結

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

3,817,189325,320667,2174,809,727 ― 4,809,727

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

433,31612,288 25,243470,848(470,848) ―

計 4,250,505337,608692,4615,280,576(470,848)4,809,727

営業利益 390,365 7,429 29,646427,440(127,711)299,728

　

当第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

(単位：千円)
　 日本 ヨーロッパ その他の地域 計 消去又は全社 連結

売上高 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

3,052,403363,984698,5534,114,941 ― 4,114,941

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

568,76014,613 12,027595,401(595,401) ―

計 3,621,164378,598710,5804,710,343(595,401)4,114,941

営業利益 343,81132,391 32,279408,481(131,872)276,609

　

前第３四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年12月31日)

(単位：千円)
　 日本 ヨーロッパ その他の地域 計 消去又は全社 連結

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

14,300,0361,688,2282,233,96018,222,225 ― 18,222,225

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

1,533,16780,999 81,8191,695,986(1,695,986)―

計 15,833,2031,769,2272,315,78019,918,211(1,695,986)18,222,225

営業利益 2,052,77591,557108,6642,252,997(351,040)1,901,957

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

(単位：千円)
　 日本 ヨーロッパ その他の地域 計 消去又は全社 連結

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

9,136,5901,060,4362,150,88312,347,909 ― 12,347,909

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

1,519,83041,015 32,6171,593,463(1,593,463)―

計 10,656,4201,101,4512,183,50013,941,373(1,593,463)12,347,909

営業利益又は営業損失（△） 800,347△13,822 5,960 792,485(295,237)497,247

（注）１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

　　２　各区分に属する主な国又は地域

（1）ヨーロッパ………イタリア・フランス・イギリス・スウェーデン・スペイン

（2）その他の地域……アメリカ・インド・中国・タイ・韓国・オーストラリア
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【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自  平成20年10月１日  至  平成20年12月31日)

　 ヨーロッパ アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 593,206 597,678 515,204 1,706,089

Ⅱ　連結売上高(千円) 　 　 　 4,809,727

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

12.3 12.4 10.7 35.5

　

当第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

　 ヨーロッパ アジア その他の地域 計

Ⅰ  海外売上高(千円) 580,410 561,298 442,710 1,584,419

Ⅱ  連結売上高(千円) 　 　 　 4,114,941

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

14.1 13.6 10.8 38.5

　

前第３四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年12月31日)

　 ヨーロッパ アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 2,468,1172,480,3761,782,9986,731,492

Ⅱ　連結売上高(千円) 　 　 　 18,222,225

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

13.5 13.6 9.8 36.9

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

　 ヨーロッパ アジア その他の地域 計

Ⅰ  海外売上高(千円) 1,470,9331,745,1651,410,3824,626,482

Ⅱ  連結売上高(千円) 　 　 　 12,347,909

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

11.9 14.1 11.4 37.5

（注）１  国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。　

２  各区分に属する主な国又は地域

（1）ヨーロッパ………イタリア・フランス・イギリス

（2）アジア……………中国・インド・韓国・タイ

（3）その他の地域……アメリカ・オーストラリア

３  海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域向けの売上高であります。

　

(有価証券関係)

前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はありません。

　

(デリバティブ取引関係)

  前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はありません。
　

(ストック・オプション等関係)

  該当事項はありません。
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(企業結合等関係)

  該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

　 355円87銭
　

　 352円38銭
　

　

２  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間 
(自  平成20年４月１日
  至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
  至  平成21年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 25円65銭
　

１株当たり四半期純利益金額 6円72銭
　

（注）１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在していないため、記載し

ておりません。

２　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりです。

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
  至  平成21年12月31日)

四半期純利益金額(千円) 1,183,322 310,233

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 1,183,322 310,233

普通株式の期中平均株式数(株) 46,129,801 46,131,851

　

第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間 
(自  平成20年10月１日
  至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
  至  平成21年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 3円15銭
　

１株当たり四半期純利益金額 3円79銭
　

（注）１  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在していないため、記載し

ておりません。

２  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりです。

　
前第３四半期連結会計期間
(自  平成20年10月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
  至  平成21年12月31日)

四半期純利益金額(千円) 145,088 174,805

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 145,088 174,805

普通株式の期中平均株式数(株) 46,130,110 46,131,400

　
　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月９日

アネスト岩田株式会社

取締役会　御中

　

青南監査法人

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士　　小平　 修　　 印

　

業務執行社員 　 公認会計士　　猪鼻　嘉行　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアネ

スト岩田株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20

年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アネスト岩田株式会社及び連結子会社の平成

20年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間

の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年２月８日

アネスト岩田株式会社

取締役会　御中

　

青南監査法人

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士　　小平　 修　　 印

　

業務執行社員 　 公認会計士　　猪鼻　嘉行　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアネ

スト岩田株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21

年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アネスト岩田株式会社及び連結子会社の平成

21年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間

の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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